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§１．研究成果の概要 

 
ヒトミルクオリゴ糖の構成成分であるラクト-N-ビオース I（LNB）の安定同位体ラベルを合成するこ

とを目的として、まずは非ラベル LNB の合成を試みた。これまでに報告されている合成経路とし

て、グルコースとフルクトースがα１,2 結合した２糖スクロースを開始基質として大量合成が行われ

ている。しかしながら 13C-スクロースは高価であり、用いることができないため、ガラクトースまたはグ

ルコースを開始基質として LNB を合成する必要がある。特にグルコースを開始基質とした場合に、

安価に合成可能であるため、グルコースを用いて合成を試みた。 

 


